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　本書はR.G.“Wick”Alexanderの矯正治療の原則であるアレキサンダーディシプリンを平易に解説。単純な
やり方ながら質の高い治療目標をつねに達成したいと志している矯正医に対して、治療直後の素晴らしい結果
のみならず長期経過も安定した状態で維持されるための治療結果を導き出す数多くのヒントが示されている。
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アレキサンダーディシプリンにしたがって
矯正臨床の山の頂を見る旅に出かけよう
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